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研究成果の概要 

本研究では、compositionalなモデル検査によって、ニューロシンボリック AIの安全性保証を実

現することを目指している。本年度は compositionalなモデル検査の理論と応用の発展に関して研

究成果が得られた。まず、研究項目の一つに挙げていた多目的最適化による compositionalなモ

デル検査の高速化に関して成果を挙げ、モデル検査の最高峰国際会議である CAV、トップ国際

会議の一つである TACASにそれぞれ筆頭著者として論文が採択された。この一連の研究は、ニ

ューロシンボリック AIに代表されるシステムの安全性保証に貢献する見込みが高い。また、別の方

向性として、compositionalな双模倣関係を理論的に整備した。この仕事は、理論計算機科学の最

高峰国際会議である LICSに共著論文が採択された。モデル検査と密接に関係している双模倣関

係の compositionalなアプローチは、異なる尺度の安全性保証技術として発展する見込みがある。 
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